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れんごう下越 

 11 月 20 日 (金 )イクネスしばたにおいて第 30 回年次総会

を開催しました。 (招集代議員 55 人、参加 28 人、委任 27

人 ) 

来賓には連合新潟牧野会長、黒岩宇洋衆議院議員 (代理秘

書 ) 、佐藤ひろお県議、労働金庫新発田支店宇佐美支店長、

こくみん共済 coop 樋口新潟支所長からご臨席いただき華を

添  
添えていただきました。  

総会議長団には遠藤代議員 (東北電労東新潟支部 )を選出し議事が進行され、地協を代表し、あ

いさつに立った福井議長は、これまでの地協運動・活動に対する協力に感謝を述べられ、「今期は

新型肺炎ウイルス感染拡大防止の観点から地協運動・活動のすべてを中止し、特に勤労者の祭典

であるメーデーが中止となったことが残念であった。次年度は感染拡大が収束し、通常の地協活

動ができることを念じてやまない。」と述べられました。  

 その後、2020 年度活動・会計報告、2021 年度活動方針、2021 年度予算案が満場一致で可決さ

れ、第 3 号議案 ;役員の選出に関する件では、13 年もの永きにわたり事務局長を務めていただい

た久志田実さんが退任し、後任の事務局長には早川英雄さんを選出いたしました。久志田さんに

ついては今後とも特別役員として地協の運動・活動に協力をいただく予定です。  

 最後は、福井正史議長発声の団結がんばろうで締めくくり、2021 年度がスタートしました。皆

様のご支援と、ご協力をお願いいたします。  

【退任のご挨拶】 

このたび定年の規約により事務局長を退任いたします。 

在任中はたくさんの方々にお世話になり、本当にありがとうございま

した。運動を通して多くの方々と関わり、さまざまなことを学ばせていた

だきました。壁にぶつかるたびに、皆様からあたたかい叱咤激励のお言葉

をかけていただき、本当に感謝しております。 

最後になりましたが、皆様のさらなるご健勝とご活躍をお祈り申し上

げます。今まで、本当にありがとうございました。 

【新任のご挨拶】 

 このたび後任の事務局長に信任をいただきました「早川英雄」と申します。 

 出身は交通労連・くびき労組です。 (上越にあるバス会社です。 ) 

 上越地協で 17 年事務局長を務め、新発田市へ単身赴任してまいりました。 

 下越地協の歴史と伝統を重んじ、職務に邁進していきたいと思っておりま

すので、皆様のご協力をお願いいたします。  
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総会宣言（案） 

 

 

本日、私たちは第 30 回年次総会において、後半の 1 年間を総がかりで取り組ん

でいくための活動計画を確認した。 

 

私たちを取り巻く環境は、自国第一主義の台頭による米中貿易摩擦の長期化、

英国のＥＵ離脱、中東情勢の緊迫化や相次ぐ自然災害など、これまでにない大き

な転換期を迎えようとしている。 

 

とりわけ、未知のウイルス発生と感染拡大によって引き起こされたさまざまな

変化は、慢性的な労働力不足だった日本の労働市場に急激な変化を強い、現代社

会における雇用・生活・経済の脆弱性が浮き彫りとなったことで、働く者が等し

く「雇用」に対して不安を抱くこととなった。このことは、社会の持続可能性と

包摂を基底とした社会像、めざす社会に向けた連合の運動軸の重要性を再確認さ

せるものである。 

引き続き、社会的発信力の強化や合意形成の工夫に努め、すべての働く者・生

活者の雇用と生活を守るための効果的な取り組みを進めなければならない。 

 

そのためには、連合新潟が 10 年先、20 年先、その先も新潟県で働くすべての人

たちのための有益な組織として活躍し続ける姿を全員が思い描き、連合運動の原

点である「組織運動」を改めて考え、組織を支える私たち一人ひとりが「意識改

革」に取り組むことが求められる。 

 

同時に、一人ひとりの声を真摯に受け止め、様々な不安を払拭し得る政治が必

要不可欠である。私たちは健全な議会制民主主義と働く者本位の政策実現に向け、

一つの大きな塊として政治活動にも邁進し、その一翼を担わなければならない。 

 

予測し難い様々な環境変化が起こり得る今日、弱い立場の人ほど痛みを強いら

れている。だからこそ、私たち連合の力を発揮しなければならない。連合新潟の

社会的使命と役割を再認識し、守るべきものは守り、変えるべきことは変え、新

たな一歩を踏み出していこう。そして、“私たちが未来を変える”想いを胸に、果

敢にチャレンジしていこう。 

 

連合下越地協は組織一丸となって大きな壁を乗り越えていく！ 

以上、宣言する。 

 

2020 年 11 月 20 日 

連合下越地協第 30 回年次総会  


